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人 肥満 発症率 先進国 開発途 国 近年高 い

WHO 2016 年 調査 成人 う 19 億人以 過体重 39%弱 6 億 5

千万人以 肥満 13% 推定さ 肥満 世界的 大 健康問題

い 犬や猫 同様 肥満 発生 近年増え 合衆国

40％以 犬猫 過体重 い 肥満 あ 報告さ い 肥満 策

予防 最 重要 そ 正確 肥満 定基準 必要 あ さ

内臓脂肪蓄積 基盤 健康障害 伴う肥満 学領域 肥満症

定義さ 迅 応 求 本研究 computed tomography (CT)

画像 び生化学 基 猫 肥満症 定基準 策定 そ 基

準 基 猫 肥満症予防 進 新 獣 療 い 考察  

 

．猫 け 肥満 発生率 そ 特性  

猫 人 同様 肥満 著 く増え い 過去 3 年間 都内 2 臨床施設

健康診断 目的 来院 臨床 健康 猫 い そ コン

ョン コ  (BCS 測定 肥満 発症率 調 BCS わ 国 一般

使用さ 5 段階評価法 定 BCS 3 理想体重；BCS 4 過体

重；BCS 5 肥満 BCS3.5 以 過体重 定 結果 40%以 猫

過体重 あ 猫 犬 比 肥満発生率 高く こ 人 暮

消費量以 過剰 エネ 摂取 こ 影響 い 考え

犬や人 比 コ 利用能 く ン ン抵抗性 来 や い いう猫

独特 コ 脂質代謝 ニ 肥満発生率 昇 原因 考え

肥満 過度 蓄積 内臓脂肪 離脂肪酸や種々 炎症性サ

ン 泌さ 全身性 持続的 炎症 引 起こさ いわゆ 脂肪毒性

lipotoxicity そ 病態 主体 あ こ 明 猫 い

体内 脂肪蓄積状況 検討 必要 あ  

 

．CT 用い 皮 脂肪 内臓脂肪 解析  

日本肥満学会 2000 年 新 い肥満 定 肥満症 診断基準 発表

CT 法や MRI 法 測定 腔内 内臓脂肪面積や体積 肥満 肥満症
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評価 うえ 重要 指標 こ 明 タ ン

注意喚起 び早期発見 早期治療 役立 い 肥満

早期 正確 定 体内 脂肪 蓄積状況 調 必要

あ 猫 同様 考え BCS 違い 3 プ BCS5, BCS 

6~7, BCS 8~9 け 猫 皮 脂肪 腔内脂肪 蓄積状況 内臓脂肪脂肪

visceral fat/皮 脂肪 subcutaneous fat V/S 比 検討  

 そ 結果 び 離脂肪酸濃度 BCS 高く

増加 傾向 認 ネ チン濃度 各 プ間 大

差 あ 一方 内臓脂肪 増加 伴い SAA 昇 BCS

値 必 内臓脂肪 増減 反映 い CT VS 比

ネ チン SAA 相関 示さ SAA 相関 最 高

く示 内臓脂肪 量 臨床現場 簡易 測定 BCS や CT 軸

断面 部 脂肪蓄積部 偏 大 く 健康状態 指標 活

用 不可能 あ こ わ 一方 ネ チン い 明確

相関 見  

脂肪細胞 質的変化 起こ 血中 ネ チン濃度 炎症

増大 認 う こう 状態 単純肥満

病的肥満 捉え こ わ 肥満 そ 自体 直 病気

類さ 訳 く 肥満 BCS 類 け 不十 あ CT 軸

断面 け 内的性状 十 示 こ い CT 画像 肥満

猫 内臓脂肪蓄積 増大 いう量的変化 確認 脂肪細胞 サ

変化 質的変化 確認 い 肥満 脂肪毒性 lipotoxicity 影響

単純肥満 病的肥満 断 脂肪細胞 質的変化 伴う血

中 診断 変化 考慮 必要 あ  

 

．新 猫肥満症診断基準 策定  

肥満 そ 自体 直 病気 類さ 訳 い 日本肥満学会 治

療 象 学的 減量 必要 あ 状態 肥満症 obesity disease

定義 猫 い 獣 療 象 肥満症 新 定義 単純
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肥満 け 応 必要 あ そ 病的 肥満 単純肥満

診断フ チ 作成 こ う 過剰 エネ 摂取

動不足 脂肪組織 過剰 蓄積 状態 原発性肥満

一 性肥満 状 垂体 性 ン 泌異常 原因

二 性肥満 原発性肥満 健康障害 有無 け こ

こ 言う健康障害 耐糖能異常 脂質異常症 脂肪肝 血液中 コ

コ 濃度 参照値 比 有意 高 い

状態 指 健康障害 認 い場合 単純 肥満 健康障害

あ 場合 さ 内臓脂肪蓄積 有無 多少 皮 脂肪型 内臓脂

肪型 け  

BCS7/9 以 過体重 呈 ネ チン血症 高脂血症 高 SAA

血症 3 項目 う 2 項目以 有 個体 肥満症 定義 こ 定基

準 肥満症 定さ 肥満症猫 照群 比 有意 高い

SAA 濃度 有意 い ネ チン濃度 示 従来 比 非常

早期 段階 炎症反応 見 け こ 可能 あ こ 定基準 肥満症

重症化予防 効果的 あ  

 

．肥満診断基準 予防 療 応用  

超高齢社会 わ 国 肥満 糖尿病 腎疾患 ン 非感染性疾

患 non-communicable diseases: NCD 主体 加齢性疾病 策 喫緊 課

題 い 家庭 飼育さ い 犬や猫 い 獣 療 進歩

命延伸 生活習慣 変化 人 75 歳 相当 15 歳 超え 高齢

犬や猫 近年 目立 増え 加齢 伴う NCD 発症 増大 い 歳未満

犬猫 割合 ここ数年 4-5%前後程度 あ 獣 領域 少子高齢化 環境

い 求 獣 療 変化 考え  

肥満症 抑制 早期診断 早期 適 応 効果的 あ

療 今後 人同様 肥満 中心 生活習慣病 増加 予想さ 肥満

異所性脂肪蓄積 内臓脂肪 増加 そ 来 軽度炎症 あ 炎症

性サ ン 泌 盛 行わ い 肥満 各 応 適
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応 必要 先制 療 進 適 早期診断 開発

必要不可 猫肥満症 診断フ チ 肥満症 定基準 獣 領域

予防 療 先制 療 進 重要 う  

高齢動物 増え 飼い主 生活 質  (quality of life, QOL) 高 健康

命 延 こ 強く期待さ 獣 療 従来 異 疾病 策 求

高齢動物 QOL 高 こ 目的 新 い獣 療

構築 必要 あ NCD 策 早期診断 早期治療 最 現実的 方法

病気 治療 く，病気 い う日々管理

行く いう考え方 業界 中 普及啓発 行くこ 大 あ

人 タ 診断 う 猫 定期健康診断 習慣化 ，肥満

症 早期診断〜予防 進 考え  
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